かわいそうな ヨハンネス は、 おとうさんが ひどく わ 

ずらって、 きょうあす も 知れない ほどで したから、 も 

うかな しみの なかに しずみき つてい ました。 せまいへ 

やの なかには、 ふたりの ほかに 人 もい ません。 テ ー ブ 

ルの 上の ランプ は、 いまにも 消えそう に まばたきして 

いて、 よる ももう だいぶ ふけて いました。 

「ヨハンネス や、 おまえ はいい むすこだった ご と、 病 

人のお とうさん はいいました。 「だから、 世の中へ で 

て も、 神 さまが き つ と、 なに か をよ くして くださる よ。」 

そういって、 やさしい 目で じっとみながら、 ふかい 

ため息 を ひとつつ くと、 それなり 息 を ひきとりました _ 



それ はまる でね むって いるよう でした。 でも、 ヨハン 

ネス は 泣かずに いられません、 この 子 はもう、 この 世 

の 中に、 父親 もなければ、 母親 もない し、 男の きょう 

だい も、 女の きょうだ いもない のです。 かわいそうな 

ヨハンネス。 ヨハンネス は、 寝台の まえに ひざ をつ い 

て、 死んだ おとうさんの 手に ほおずりして、 しょっぱ 

い 涙 をと めど なくなが していました。 そのうち、 いつ 

か 目が くっついて、 寝台の かたい 脚に あたま をお しつ 

けたな リ、 ぐっすり 寝 こんで しまいました。 

寝て いるう ちに、 ヨハンネス は、 ふしぎな 夢 をみ ま 

した。 お 日 さまと お 月 さまと がお りて 来て * 礼拝 をす 



ると ころ をみ ました。 それから、 なくなつ たおとう さ 

んが、 またげん きで、 たっしゃで、 いつも ほんとうに 

うれしい ときす るよう なわら い 声 をき かせました。 な 

がい、 うつくしい 髪の毛の 上に、 金の かんむり を かぶつ 

たうつ くしい むすめが、 ヨハンネスに 手 を さしのべ ま 

した。 するとお とうさんが 「ごらん、 なんとい いおよ 

めさん をお まえ はもら つたの だろう。 これ こそ 世界 

じゅう ふたり とないう つくしい ひと だ ごとい いました 

おや、 とおもう とたん、 ヨハンネス は 目が さめました- 

うつくしい 夢 はかげ も かたち もなくて、 おとうさん は 

死んで、 つめたく なって、 寝台に ねて いました。 たれ 



ひとり そこに はいません。 なんて かわいそうな ヨハン 

ネス。 

* ヨセフ また ひとつ 夢 をみ てこれ を その 兄 

弟に 述べ て い いける は 我 また 夢 をみ たるに 

日と 月と 十一 の 星 われ を 拝せ りと。 (創世 

記 三七ノ 九) 

次の 週に、 死人 はお 墓の 下にう まりました。 ヨハン 

ネス は ぴったり 棺 にっき そって 行きました。 これな り 

もう、 あれほど やさしくして くださ つたお とうさんの 

顔 をみ る こと はでき なくなる のです。 棺の 上にば らば 

ら土 のかた まりの 落ちて いく 音 を、 ヨハンネス はきき 



め をしたり、 さんび 歌 をうた つたり しました。 そのと 

き、 ふと、 たかい 塔の 窓の 所に、 お 寺の * 小 魔が、 あ 

か い とんがり 頭巾 を かぶって 立って いるの がみえ まし 

た。 小 魔 は 目の なかに 日が さしこむ ので、 ひじ を まげ 

て ひたいに かざして いると ころでした。 ヨハンネス は 

かるく あたま を さげて、 さよならの かわりに しました 

小 魔 は 赤い 頭巾 を ふったり 胸に 手 を あてたり、 いくど 

もい くど も、 ** 投げ キッスして みせました。 それ は 

ヨハンネスの ために かずかす 幸福の あるよう に、 とり 

わけ、 たのしい 旅の つづく ようにい のって くれる、 ま 

ごころ のこ もった ものでした。 



いえお に こびと S 

* 家 魔。 善 魔で 矮 魔の 一種。 二— ス (お)。 

人間の 家の なかに 住み、 こどもの 姿で 顔 は 

老人。 ねずみ 色の 服に 赤い 先の 尖った 帽子 

を かぶる。 お 寺に はこの 仲間が 必ず ひとり 

ずつ いて 塔の 上に 住み、 鐘 をた たいたり す 

ると いう。 

じぶんの 手に せっぷんして みせて、 は 

なれて いる 相手に むか つ て その 手 を なげる 

钐。 

丌 

ヨハンネス は、 これから、 大きな にぎやかな 世間へ 

でたら、 どんなに たくさん、 おもしろい ことが みられ 



こと をして おいて くれる でしよう、 ぼくに できない か 

ゎリ にご 

墓地の 門 そとに、 ひとり、 年よりの こじきが いて、 

よぼよぼ、 松葉 づ えに すがって いました。 ヨハンネス 

は、 もっていた シ リング 銀貨 を やって しまいました。 

それです つかりた のしくな り、 げんきに なって、 また 

ひろい 世の中へ でて いきました。 〔# 「ご は 底本で は 

欠落〕 

夕方、 たいへん いやな お天気に なりました。 どこか 

宿 を さがそうと おもって いそぐ うち、 夜に なりました 

でも どうやら、 小山の 上に ぼつつ り 立って いるち いさ 



「くそ、 よけいな こと をい うない ご と、 その ふたりの 

男 はこ わい 顔 をし ました。 「こいつ はおれた ち をい つ 

ぱい はめたん だ。 おれたちから 金 を 借りて、 かえさな 

いま ま、 こんど は おまけにお ッ 死んで しま やが つたん 

だ。 おかげで、 おれたちの 手に は、 びた 一 文 かえり や 

しない。 だから かたき をと つて やる の だ。 寺の そとへ 

犬ッ ころの ように ほうりだ してやる の だ ご 〔# 「ヒ は 

底本で は 欠落 U 

「ぼく、 五十 タ— レル、 お金が あります ご と、 ヨハン 

ネス はいいました、 「これが もらった ありったけの 財 

奎で すが、 そっくり あなた 方に 上げましょう。 その か 



来ました。 いやはや、 ずいぶんな おばあさん 〔# 「おば 

あさん」 は 底本で は 「おばさん 匕、 まるで はうよう に 腰 を 

まげて あるいて、 やっと しゅもく づ えに すがって いま 

した。 それでも、 森で ひろいあつめ たたきぎ を ひとた 

ば、 せなかに のせて いました。 前掛が 胸で からげ て 

あって、 ヨハンネス がふと みると * しだの 木の じくに 

やなぎ の 枝 を はめた 大き いむち が 三本、 そこから とび 

だしてい ました。 で、 ふたりの いるまえ を よろよろす 

るう ち、 片足 すべらして ころぶ とたん、 きゃあと たか 

い 声 をた てました。 きのどくに、 このおば あさん、 足 

をく じいた のです ね。 



* しだの 木 は 魔法の 木。 しだの 木の むちに、 

やなぎの 枝の 柄 を はめる。 

ヨハンネス は そのと き、 ふたりで おばあさん を かか 

えて、 住居まで おくって いって やろうと いいました。 

道 づれの 知らない 人 は、 はいのう を あけて、 小箱 を だ 

して、 いや、 このな かにこう やくが はいって いる、 こ 

れを つければ、 すぐと 足の きずが なおって、 もと どお 

リ になる から、 ひとりで うちへ かえれて、 足 をく じい 

たこと なぞない ようになる といい ました。 そして、 そ 

のか わりに、 といっても、 な あに、 その 前掛 にく るん 

でい る 三本の むち を もらう だけで いいの だが ね、 とい 



せんりょうして いました が、 それが また 最上の 席で も 

あつたでしょう。 しかも 大きな ブルドッグが、 それが 

まあなん とにくら しい、 くいつき そうな 顔 をして いた 

でしよう。 そやつ が 主人の わきに 座 を かまえて、 いつ 

ばし 人間な みに、 大きな 目 を ひからして いました。 

そのうち、 芝居が はじまり ましたが、 それ は 王 さま 

と 女王 さまの 出て くる、 なかなか おもしろい 喜劇で し 

た。 ふたりの 陛下 は、 びろうどの 玉座に 腰 を かけて、 

いしょ-つ 

どうして なかなかの 衣裳 もちで したから、 金の かんむ 

り を かぶって、 ながいす そ を 着物のう しろに ひいて い 

ました。 ガラスの 目玉 を はめて、 大きな うわ ひげ を は 



ことの 〔# 「ことの」 は 底本で は 「ことのの 匕 ない 遠方 ま 

でが みはらせました。 —— このす ばらしい 世界に、 こ 

ん なにも いろいろとう つくしい もの を、 いちどに 見る 

なんとい うこと を、 ヨハンネス は、 これまでに 知り ま 

せんでした。 お 日 さま は、 さわやかに 晴れた 青空の 上 

から あたたかく 照り かがやいて、 峰と 峰との あいだ か 

ら、 りょうしの 吹く 角笛が、 いかにも おもしろく、 た 

のしく きこえました。 きいて いる うちにもう、 うれし 

涙が 目の なかに あふれ だしてく ると、 ヨハンネス は、 

おもわず さけばずに はいられませんでした。 

「おお、 ありがたい 神 さま、 こんない いこと を わたし 



ていて、 それ は 王子であろう とこ じきで あろうと、 た 

れ でも かまわない、 というので すが、 そのかわり、 お 

姫 さまのお もつ ている 三 つの こと をたず ねられたら、 

それ を そっくり あてなければ ならない のです。 その か 

わり、 あたれば お 姫 さま をお よめに して、 おとう さま 

の 王 さまのお かくれに なった あとで は、 〔# 「、」 は 底 

本で は 「。匕 けっこう この 国の 王 さまに も なれる。 け 

れ ども その 三つと も あたらなければ、 首 を しめられる 

か、 切られる かしなければ なりません。 このうつ くし 

いお 姫 さまが、 こんなに も ひどい、 わるものな のでし 

た。 おとう さまの 老王 さま も、 そのこと では、 ずい ぶ 



かさねがさねこう いうかな しい 不幸な ことのお こる の 

を、 心ぐ るし くお もって、 年に 一日、 日 をき めて、 の 

こらず の 兵隊 を あつめて、 ともども 神 さまの まえに ひ 

れ 伏して、 どうか 王女が 善心に かえるよ うにと せつな 

いおいの り 〔# 「おいのり」 は 底本で は 「おのり 匕 をな さ 

るので すが、 をな さるので すが、 お 姫 さま はどうして 

も それ を あらためようと はしない のです。 この 町で 年 

よりの 女た ちが、 ブラン ディ をのむ にも、 黒くしての 

むの は、 それほど かなしがつ ている 心の しょうこ をみ 

せる つもりでしょう。 まあ、 そんな ことより ほかに 

しょうがな いのです よ。 



いの 白 絹の 服で、 手に 手に 金の チュ— リップ を ささげ 

てもち、 まつ 黒な 馬に のって、 両 わきに したがい まし 

+6 くま 

た。 王女 ご 自身 は、 雪と みまが うような 白馬に、 ダイ 

ャ モンドと ルビ ィの かざり をつ けての つてい ました。 

お 召の 乗馬服 は、 純金の 糸 を 織った ものでした、 手に 

もった むち は、 お 日 さまの 光の ように きらきら しまし 

た。 あたまに のせた 金の かんむり は、 大空の ちいさな 

星 を ちりばめた ようです し、 その マント はなん 千と な 

いちょち ようの はね を あつめて、 縫い あわせた もので 

した。 そのく せ、 そんなに して かざり 立てた のこらず 

の 衣裳 も、 王女み ずからの うつくし さに はおよ び ませ 



「ちょっと お待ちよ ご と、 王 さま はいって、 ョ ハンネ 

スに手 をお だしになる ために、 珠を小 わきに おかかえ 

になり ました。 ところが、 結婚 申込に 来た 客 だと わか 

ると、 王 さま はさつ そく 泣き だして、 しゃく も珠 も、 

ゆかの 上に ころがし たなり、 朝 着の そでで、 涙 をお ふ 

きになる しまつでした。 おきのどくな 老王 さま。 

「それ は、 およし ご と、 王 さま はおつ しゃいました。 

「「ほかの 〔# 「ほかの」 は 底本で は 「ほのか 匕 もの 同様、 

いいこと はない よ。 では、 おまえに みせる ものが あ 

る ご 

そこで、 王 さま は、 ヨハンネス を、 王女の 遊 園に つ 



さっしました。 でも、 ヨハンネスに は、 わざわざ 手 を 

さしのべて、 「あら、 おはよう ございま すご といい ま 

した。 

さて、 ヨハンネスが いよいよ、 お 姫 さまの かんがえ 

ている こと を あてる だんに なりました。 まあ、 そのと 

き、 お 姫 さま は、 なんという 人 なつこい 目で、 ヨハン 

ネス をみ たこと でしよう。 ところが、 ヨハンネスの 口 

から、 ただ ひとこと 「くつ」 とでた とき、 お 姫 さまの 

+^ くぶく 

顔 はさつ とかわって、 白墨よう に 白くな りました。 そ 

うして、 からだじゅう、 がたがた ふるえて いました。 

けれどもう、 どうに もな りません。 みごと、 ョ ハンネ 



ネス は、 その 顔 をみ ると、 なんども なんども ほおずり 

して、 もうどう か 旅なん かしないで、 このまま ここに 

いてく ださい。 こんなし あわせな 身分に なった の も、 

もとは みんな あなたの おかげな の だからと いいました 

けれども、 旅な かま は、 かぶり を ふって、 でも、 あく 

まで やさしい、 人 なつこい ちょうしで いいました。 

「いいや、 いいや、 わたしの かえって いく 時が 来たの 

だ。 わたし はほんの 借 を かえした だけ だ。 きみ はお ぼ 

えてい ます か、 いっか、 わるもの どもの ために ひどい 

はずかしめ を 受けよう とした 死人の こと を。 〔# 「ご 

は 底本で は 欠落〕 あのと ききみ は、 持って いた ものの 
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